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は し が き

本研究は,持続可能な傾斜地農業を確立しようとする観点から,土壌侵食形

態,耕作様式,道･排水路配置などを調査し,さらに農家の保全作業や営農に

対する意向調査を行って,l二地利用形態のあり方を明らかにしようとするもの

である｡本報告割ま,平成7年度～平成8咋度にわたって,又部省科学研究費

補助金基盤研究(C)(2′)の交付を受けて行った｢持続的傾斜地農業を文える

､ll地利用形態に関する研究_¶iの研究成果をとりまとめたものである｡
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